
小学校国語科 授業づくり研修会

令和３年度

1

番号 徳島 全国 比較

１一 76.5 77.5 -1.0

１二 68.7 74.9 -6.2

１三 78.6 81.0 -2.4

２一 75.8 77.6 -１.8

２三 32.7 34.4 -1.7

２四 28.8 29.7 -0.9

３一 59.8 64.8 -5.0

３二 55.7 56.6 -0.9
2

令和３年度調査(思考力，判断力，表現力等)

資料を用いた目的
を理解する。

自分の主張が明確
に伝わるように，文
章全体の構成や展
開を考える。



令和３年度調査（知識及び技能）

3

番号 徳島 全国 比較

２二 86.1 87.5 -1.4

３三（１）ア 80.7 78.3 +2.4

３三（１）ウ 53.9 54.4 -0.5

３三（１）エ 83.5 79.0 +4.5

３三（１）イ 66.2 67.0 -0.8

３三（１）オ 39.2 43.6 -4.4

文の中における修飾
と被修飾との関係を
捉える。
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徳島県
正答率
68.7％

全国
正答率
74.9％
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全国
正答率
34.4％

12

○演習１

次の解答はどこが間違っ
ていますか。分析してみま
しょう。

児童の反応を分析することが，学習指導の改善・充実の鍵と
なります。



13

（
解
答
類
型
１
）

山
に
登
っ
た
メ
ス
ト
ラ
ル
は
、
犬
の
毛
に
ゴ
ボ
ウ
の
実

が
た
く
さ
ん
つ
い
て
い
る
こ
と
を
不
思
議
に
思
い
、
け
ん

び
鏡
で
調
べ
て
み
る
と
、
と
げ
で
お
お
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

（
解
答
類
型
２
）

か
ぎ
状
に
な
っ
て
い
る
フ
ッ
ク
と
、
輪
の
形
に
な
っ
て

い
る
ル
ー
プ
が
ひ
っ
か
か
る
こ
と
で
、
く
っ
つ
け
た
り
は

が
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
作
っ
た
。

（
解
答
類
型
３
）

先
の
曲
が
っ
た
か
ぎ
状
の
フ
ッ
ク
で
で
き
て
い
る
面
フ

ァ
ス
ナ
ー
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
に
使
わ
れ
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
財
布
や
か
ば
ん
、
か
さ
な
ど
の
家
庭
用
品
だ
。

文
書
か
ら
必
要
な
情
報
を
見
付
け
る
こ
と
は
で
き
て
い
る
が
、
図

か
ら
必
要
な
情
報
を
見
付
け
た
り
、
見
付
け
た
情
報
を
言
葉
に
表
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

図
か
ら
必
要
な
情
報
を
見
付
け
た
り
、
見
付
け
た
情
報
を
言
葉

に
表
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
る
が
、
文
書
か
ら
必
要
な
情
報

を
見
付
け
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。

相
川
さ
ん
が
、
面
フ
ァ
ス
ナ
ー
の
く
っ
つ
く
仕
組
み
に
つ
い
て
書
い
て

い
る
と
い
う
目
的
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
文
章
と
図
の
ど
ち
ら

か
ら
も
必
要
な
情
報
を
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
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（
正
答
例
１
）

メ
ス
ト
ラ
ル
は
、
ゴ
ボ
ウ
の
実
が
犬
の
毛
に
か
ら
み

つ
い
て
い
た
こ
と
を
ヒ
ン
ト
に
、
か
ぎ
状
の
フ
ッ
ク
が

輪
の
形
を
し
た
ル
ー
プ
に
引
っ
か
か
る
こ
と
で
く
っ
つ

く
仕
組
み
の
面
フ
ァ
ス
ナ
ー
を
作
り
出
し
た
。

文
章
中
の
言
葉
と
図
表
な
ど
の
言
葉
を
線
で
結
び
付
け

る
な
ど
し
て
視
覚
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
効
果
的
。

授
業
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
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全国
正答率
29.7％

16

（Aさん）
面ファスナーの広がりについてまとめたい。

（Bさん）
面ファスナーが開発されたきっかけをまとめたい。

（Cさん）
面ファスナーが日本で広く知られるようになった

きっかけをまとめたい。
このような目的で要約するときに、要約文に是非とも入れ
たい大事な言葉を本文中から、三つ～五つ選んで○で囲
みましょう。

○演習２ 「面ファスナー」の資料を要約して
みましょう。
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18

面
フ
ァ
ス
ナ
ー
の
広
が
り

開
発
さ
れ
た
き
っ
か
け

日
本
で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
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目
的
に
応
じ
て
、
必
要
な
情
報
の
書
か
れ
た
と
こ
ろ
か

ら
、
必
要
な
語
や
文
を
見
付
け
て
、
内
容
を
端
的
に
説

明
で
き
る
よ
う
に
、
線
を
引
く
な
ど
す
る
と
効
果
的
。

授
業
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

20
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ＩＣＴの活用

22

全国
正答率
56.6％
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授
業
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

自
分
の
考
え
と
そ
れ
を
支
え
る
理
由
や
事
例
と
い
っ
た
関
係

性
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
か
、
事
例
は
客
観
的
な
事
実
に
裏

付
け
ら
れ
て
い
る
か
な
ど
確
か
め
て
、
自
分
の
考
え
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
効
果
的
。

ワークシートの活用

24

1

み
ん
な
が

２

使
っ
て
い
た

３

一
輪
車
が

４

か
た
づ
け
ら
れ
ず
に

1

遊
び
終
わ
っ
た
ら

２

遊
具
を

３

か
た
づ
け
る

４

む
ず
か
し
い

全国
正答率
43.6％

全国
正答率
67.0％



授業改善のポイント

25

文の中における修飾と被修飾との関係にを捉えることに課題
がある

▷主語と述語の関係を理解できるようにする
①「だれが（何が）」「だれは（何は）」～「どうする」

②「だれが（何が）」「だれは（何は）」～「どんなだ」

③「だれが（何が）」「だれは（何は）」～「なんだ」

▷書いた文章を読み返す習慣を付けるようにする
・〔思考力，判断力，表現力〕の「B書くこと」の「推敲」との関連を図り，

指導の効果を高める

・一文一文を丁寧に読み返す，声に出して読む

・主語と述語との関係や修飾と被修飾との関係に気を付けて文を整えることが

自分の思いや考えを正確に伝える上で重要であることに気付くことができる

ようにする

▷様々な学習場面で意識することができるようにする
・表現するときだけでなく，文章を読むときにも意識する

・手紙を書く，実用的な文章を書くなど，正しく書く必要性のある学習場面を

活用する

26

「かたづけられずに」は「何が／だれが」を
表す言葉でないので主語ではないね。「みん
なが」は，何かおかしいと思ったのだけど・・・。

「みんなが」と「残されています」は，合ってな
いと思うわ。

「残されています」が述語だから，何が残さ
れているのか考えてみると，「みんなが」残さ
れているのではなく，「一輪車が」が残されて
いることになるね。

そうか，主語と述語の関係に気を付けて，文を
書いたり読んだりすると分かりやすいね。

文章を読み返すときのポイントについて話し合う
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○ 本年度の全国学力・学習
状況調査の調査問題の趣旨
を踏まえ、「授業改善」に
ついて、【充実させたい学
習活動】として提示すると
…

充実させたい学習活動

充実させたい学習活動 １
目的に応じて，資料を活用して，自分の考えが伝わるように表

現の工夫をする学習活動（話すこと・聞くこと を主に）

充実させたい学習活動 ２
目的や意図に応じて，理由を明確にしながら，自分の考えが

伝わるように書き表し方を工夫する学習活動（書くこと を主に）

充実させたい学習活動 ３
目的に応じて，複数の叙述（情報）とを関係付けて自分の考

えをまとめる学習活動（読むこと を主に）

28
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Ａ 聞き手の立場に立って，話す内容を見直す。

Ｂ 目的に応じて，どのような資料を準備し，どの
ように使うかということを明確にする。

充実させたい学習活動

具体的には こんな場を重ねよう。

充実させたい学習活動 １
目的に応じて，資料を活用して，自分の考えが伝わるように表

現の工夫をする学習活動 （話すこと・聞くこと を主に）

30

解説資料や報告書，授業アイデア例を活用した授業作りが考えらます。
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34

授業づくりのポイント《実践例１》

〔ICTの活用〕
○自分の課題を明確にして取り組

むことができるようにする。

○目的や意図に基づき，助言や振

り返る観点（構成，話す内容，

話し方等）を明確にして活用す

る。

○児童が, 自分の話す様子や聞き

手の様子を振り返り，改善に生

かすことができるようにする。

○日時を付けて記録（保存）して

おき，変容を捉えることができ

るようにする。

→児童自身の振り返り

→教師の学習評価

授業づくりのポイント

協働的に解決しながら，話す力を
高めるように指導すると効果的で
す。
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Ｃ 文章全体の構成を検討する。

Ｄ 相手に分かりやすく伝えるために，様々な記述

の仕方を体験する。

充実させたい学習活動

具体的には こんな場を重ねよう。

充実させたい学習活動 ２
目的や意図に応じて，理由を明確にしながら，自分の考えが

伝わるように書き表し方を工夫する学習活動（書くこと を主に）

36
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授業づくりのポイント

理由や事例を示す表現や考えと理由や事例のつながりを児童自
身が確認できるようにする



39

書き直した部分を友達に見てもらう場面

40

Ｅ 複数の文や文章などを比べて読む。

Ｆ 根拠となる文や文章（叙述）と自分の意見を結び付け

て（セットにして）表現できるようにする。

充実させたい学習活動 ３
目的や意図に応じ，複数の叙述（情報）を関係付け，自分の

考えをまとめる学習活動（読むこと を主に）

具体的に こんな場を重ねよう。

充実させたい学習活動
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複
数
の
文
や
文
章
な
ど
を
比
べ
て

読
む
。

令和２年度ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾃｽﾄ

資
料
１

資
料
２

資
料
３

42

令和３年度ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾃｽﾄ

根
拠
と
な
る
文
や
文
章
（叙
述
）と

自
分
の
意
見
を
結
び
付
け
て
（セ
ッ
ト

に
し
て
）表
現
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

根拠となる文や文章（叙述）自分の意見・考え
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だ
れ
に
で
も
親
し
く
声
を
か
け
て
打
ち
と
け
、

あ
い
さ
つ
を
通
し
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
る

と
こ
ろ
が
、
ピ
ー
タ
ー
の
み
り
ょ
く
の
一
つ
だ
と

思
い
ま
す
。

「
オ
ー
、
ピ
ー
タ
ー
、
元
気
い
っ
ぱ
い
、
い
っ
ぱ

い
。
ア
サ
ン
テ
（
あ
り
が
と
う
）
。
」
と
、「
い
つ
の
間

に
、
近
所
の
お
じ
い
さ
ん
に
ス
ワ
ヒ
リ
語
を
教
え

た
の
だ
ろ
う
。
」
か
ら
で
す
。

根拠となる文や文章（叙述） 自分の意見・考え

物
語
の
ど
こ
か
ら
、
そ
う

考
え
ま
し
た
か
。

結び付いていない

44

「
オ
ー
、
ピ
ー
タ
ー
、
元
気
い
っ
ぱ
い
、
い
っ
ぱ

い
。
ア
サ
ン
テ
（
あ
り
が
と
う
）
。
」
と
、「
い
つ
の

間
に
、
近
所
の
お
じ
い
さ
ん
に
ス
ワ
ヒ
リ
語
を

教
え
た
の
だ
ろ
う
。
」
か
ら
、

だ
れ
に
で
も
親
し
く
声
を
か
け
て
打
ち
と
け
、

あ
い
さ
つ
を
通
し
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
の
で
、
そ
こ
が
ピ
ー
タ
ー
の
み
り
ょ
く

の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

授
業
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

根
拠
と
な
る
文
章
（叙
述
）と
自
分
の
意
見
を
結
び
付
け
て

（セ
ッ
ト
に
し
て
）表
現
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

授
業
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト《
実
践
例
２
》

＋根拠となる文や文章（叙述）自分の意見・考え
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